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植物が独自に持つ特徴として，成熟した細胞から植物個
体を再生する能力（分化全能性）を挙げることができる。
この分化全能性の基底には細胞の分化転換過程が存在する
が，この過程を制御する分子メカニズムは未だ解明されて
はいない。当研究チームでは，ヒャクニチソウの単離葉肉
細胞から維管束組織構成細胞である管状要素（道管，仮道
管）への分化転換 in vitro培養系をモデルとして，植物の分
化全能性と形態形成を制御する分子メカニズムにアプロー
チする。具体的な研究手法としては，この in vitro 植物細
胞分化転換過程で発現する遺伝子群のカタログ化，マイク
ロアレイを用いた発現解析，モデル植物であるシロイヌナ
ズナを用いた reverse geneticsにより，植物の分化全能性と
形態形成に関わる遺伝子発現調節機構とシグナル伝達機構
を解析する。

1. 植物細胞分化転換関連遺伝子のカタログ化（出村，田
代，井原，久保，福田 ＊1）
植物細胞の分化転換に関わる遺伝子群のカタログ化の基

礎となる ESTの整備を進めた。ヒャクニチソウ in vitro細
胞分化転換過程後期の細胞から作成した均一化 cDNAライ
ブラリーより約 9000cDNAをクローン化した。さらに，決
定した塩基配列をもとにしたクラスタリング解析やホモロ
ジーサーチをセミオートで進めるプログラムを独自に開発
し，これによる発現遺伝子のカタログ化を進めた。その結
果，クローン化した約 9000cDNAには多様なタンパク質を
コードする約 8000種類の cDNA断片が含まれていること
が分かった。さらに，植物細胞分化転換初期における発現
遺伝子のカタログ化に向けて，培養初期の均一化ライブラ
リーの作成に着手した。

2. cDNAマイクロアレイを用いた植物細胞分化転換関
連遺伝子の網羅的発現解析（出村，岡村＊2，松岡＊2，

田代，福田＊1）
カタログ化した約 9000クローンの cDNA インサートを

PCRにより増幅し，マイクロアレイスポッターを用いてス
ライドガラスにスポットした。続いて，in vitro細胞分化転
換過程の各時期の細胞における遺伝子発現を DNAマイク
ロアレイを用いて網羅的に解析した。その結果，分化転換
過程で発現する多数の新規な遺伝子群を同定することがで
きた。これらの中には，管状要素の形態的な特徴である局
所的な二次細胞壁の形成に関わると予想されるセルロース
合成酵素などの多糖類生合成酵素群や，細胞内自己分解に
関わると予想されるリパーゼなどの加水分解酵素群をコー
ドする遺伝子が含まれていた。

3. 植物細胞分化転換関連遺伝子の機能解析（岡村 ＊2，

田代，福田 ＊1，出村）
ヒャクニチソウ in vitro 細胞分化転換過程で発現する遺
伝子群の機能を明らかにするための前段階として，詳細な
発現解析を行った。特に，細胞内自己分解に関わると予想
されたリパーゼ遺伝子群の中に，分化転換過程の後期に一
過的，かつ特異的に発現するリパーゼ遺伝子が含まれてい
ることを見いだした。
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1. Cataloging of Genes Associated with Transdifferenti-

ation of Plant Cells

2. Comprehensive Analysis of Gene Expression Pattern

during Transdifferentiation of Plant Cells Using cDNA

Microarrays

3. Functional Analysis of Genes Associated with Trans-

differentiation of Plant Cells
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